
高 度 無 線 呼 出 シ ス テ ム

FLEX-TD RADIO PAGING SYSTEM

標　準　規　格
A R I B   S T A N D A R D

高

度

無

線

呼

出

シ

ス

テ

ム 
 

標

準

規

格

　

　

　

Ｒ
Ｃ
Ｒ
　
Ｓ
Ｔ
Ｄ
　
４
３
　
３
・
０
版
　
　

社
団
法
人
　
電

　

波

　

産

　

業

　

会

RCR  STD-43　3.0版

平成７年６月27日　策　　  定

平成７年11月15日　改 定 －１

平成８年６月25日　Ａ　改　定

平成17年11月30日　３．０改定

社団法人　電　波　産　業　会

Association of Radio Industries and Businesses

（案）

RCR STD-43



 



RCR　STD-43

ま　え　が　き

社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者及び利用者の参加を得て、各種の

電波利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等の基本的な技術条件を「標準規格」とし

て策定している。

標準規格は、周波数の有効利用及び他の利用者との混信の回避を図る目的から定められる国

の技術基準と、併せて無線設備の適正品質、互換性の確保等、無線機器製造者、電気通信事業

者及び利用者の利便を図る目的から策定される民間の任意基準をとりまとめて策定される民間

の規格である。

本標準規格は、「高度無線呼出システムの無線区間インタフェース等」について策定された

もので、策定段階における公正性及び透明性を確保するため、内外無差別に広く無線機器製造

者、電気通信事業者、利用者等の利害関係者の参加を得た当会の規格会議の総意により策定さ

れたものである。

本標準規格で規定されている範囲は、通信を行うために必要な最小限の規格を定めたもので

あるが、本標準規格の実際の利用にあたっては、高度無線呼出システムを構築する電気通信事

業者等が、本標準規格を逸脱することなく独自に定めることが可能な規定及び規格値等を併せ

て利用することが必要である。

本標準規格が、無線機器製造者、電気通信事業者、利用者等に積極的に活用されることを希

望する。

注意：

本標準規格は、本標準規格に係る必須の工業所有権に関して特別の記述は行われていな

いが、当該必須の工業所有権の権利所有者は、「本標準規格に係る工業所有権である別表

に掲げる権利は、別表に掲げる者の保有するところのものであるが、本標準規格を使用す

る者に対し、一切の権利を主張せず、無条件で当該別表に掲げる権利の実施を許諾する。

ただし、本標準規格を使用する者が本標準規格で規定する内容の全部又は一部が対象とな

る必須の工業所有権を所有し、かつ、その権利を主張した場合、その者についてはこの限

りでない。」旨表明している。
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特許出願人 発　　明　　の　　名　　称 出　　願　　番　　号　　等 備　　　　考

別表　

NTT移動通信網（株）

日本モトローラ（株）

富士通（株）

(1)　無線呼出方式

(2)　移動通信方式および無線受信機

(1)　受信機用デコーダ

(2)　選択呼び出し信号システム

(3)　時分割多重選択呼出し信号システム

(1)　無線呼出方式

WO94／17607

PCT／JP95／00134

PCT／US82／01437

特許1743433

PCT／US90／03876

特願平２－511020

PCT／US90／07356

特願平３－502794

特開平２－190035

米国、中国、EPC（英、独）
にも出願
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